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長野市の人口・地勢と城山公園の位置

◆人口：363,145人（R6.10.1現在）
◆面積：834.81平方km
◆標高：最高 2,353m、最低327.4m
◆広袤：東西36.5km、南北41.7km 城山公園

（14ha）

中心市街地

2



城山公園の概要
 城山公園は、長野駅から北に２kmほどの場所に
位置し、国宝善光寺の東隣に広がる面積約14ha
の総合公園（※）

 明治33年に開設した市内で最古の公園

 園内には、城山動物園、県立美術館、東山魁夷館
など様々な施設がある。

 春は桜の名所としても知られており、四季を通じ
て市民の憩いの場となっている。

 令和２年４月には、園内施設の老朽化や非耐震構
造などの問題のほか、新たな市民ニーズへの対応
や今後の施設の在り方を検討するため、公園の再
整備に向けた「城山公園再整備基本構想」を策定
し、「ふれあいの森ゾーン」「芸術の庭ゾーン」
「交流の丘ゾーン」の三つのゾーンに分けて再整
備を進めている。

 「ふれあいの森ゾーン」には、無料で利用できる
城山動物園が整備されているほか、令和６年７月
28日に市内唯一の屋内遊戯施設「ながのこども
館」がオープンした。

城山公園全体図

※ 総合公園とは、都市公園の一種で都市基幹公園に分類され、都市住民
全般の休息、鑑賞、散歩、遊戯、運動等総合的な利用に供することを目
的とする公園で、都市規模に応じて１箇所当たり面積1０～５０haを標
準として配置

ふれあい
の森

芸術の庭

交流の丘
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所在地 長野市上松２丁目４番５号

施設概要 建物 ：鉄筋コンクリート造、地上１階、地下１階
延床面積 ：3,408㎡
エリア ：森のたんけんひろば、科学と創造のひろば、宇宙アスレ

チック等
その他施設：親子トイレ、休憩スペース、事務室等

目的・方針 子育て世帯が天候に左右されず、こどもと安心して過ごせ、知育となる
質の高い遊び場を提供するもの

主な実施事業 ・利用料金の収受、施設の維持管理
・サイエンスショー、工作や親子の交流を促進する教室の開催
・デジタルコンテンツの提供
・森のたんけんひろば（１F）及び宇宙アスレチック、デジタルコンテ
ンツ（B１F）の利用者の補助

・混雑時の施設収容者数の管理
・利用促進のため広報活動

運営 指定管理者 一般社団法人長野市開発公社

施設概要 4



受注者 守谷商会・乃村工藝社特定建設工事共同企業体

① 委 託 名 （仮称）ながのこども館整備事業設計業務委託
工 期 令和４年５月16日～令和５年３月31日
契 約 額 金 32,164千円

② 工 事 名 （仮称）ながのこども館整備工事
工 期 令和５年６月23日～令和６年３月15日
契 約 額 1,039,698千円

・建物長寿命化（建築、電気、機械）808,518千円
・遊具整備 231,180千円

工事概要 鉄筋コンクリート造２階建て建物の改修
建築面積 Ａ＝1,900㎡、延床面積 Ａ＝3,400㎡

建築工事 施設の改修工事 一式
上記改修工事に伴う、機械設備工事、電気設備工事 一式

遊具工事 施設内の遊具整備工事 一式

交付金 内閣府デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整備タイプ）
補助率 1/2
国費 403,880千円（補助対象事業費 807,760千円）
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R2.10 部長会議決定

R2.11 議会 政策説明会

R3.9 設計及び施工者選定に係るプロポーザル実施要領制定（DB方式※）

R3.10~R4.2 （仮称）ながのこども館整備事業設計及び施工者選定委員会（全３回）

R4.2 選定事業者決定・報告

R4.4~R5.2 （仮称）ながのこども館整備事業設計検討委員会（全５回）

R5.6 （仮称）ながのこども館整備工事（～R6.3.15）

R5.12 ながのこども館 「ながノビ！」愛称発表

R6.3 指定管理者選定委員会

R6.6 指定管理者の指定（６月議会）

R6.7.28 ながのこども館オープン

※ 設計・施工一括発注方式

事業経過 6



“コミュニケーション” と“体験性”を重視してリニューアル！

のびのび遊べる楽しさと安全性の両方を実現する、世界でひとつのあそび場

1. 創造性をはぐくむデジタルコンテンツを中央に据え、パワーアップ

2. 人気が高く体験性の高い既存の展示物を、整理して再配置

3. 個人の体験にとどめず、コミュニケーションを促す科学展示

1. 子供たちが、年齢や体格、成長に応じてステップアップできる遊具

2. 文部科学省の指針に則り、子供たちの生きる力の基礎力を培う遊具

3. 子供の五感や好奇心を刺激し豊かな感性を引き出す遊具

4. ひとり一人の自由な遊び方を大切にし、試行錯誤する創造力、挑戦心を育
む遊具

5. 市民アンケートで人気の高い遊具

遊具の特徴 7



ねらいと概要

森のたんけんひろば
 長野の自然や動物に親しみ、遊びながら自然や動物への興

味関心を喚起します。
 文科省36の動きや、感覚統合の考え方を取り入れた動きな

ど、子どもたちそれぞれの発達に合わせて遊べます。
 幼児と児童の遊びゾーンを明確に区分し、安全性を確保し

ています。
 フリーに使えるひろばを設定し、さまざまな子どもたちを

対象にした企画・催しを実施できます。

地上１階 8



・体を動かした遊び場
・年代に応じた遊び場

リトルアルプスは、文科省の36の動きや、感覚統合の考え方を取り入れ、年齢に
応じた発育を促す動きができる遊具であり、子どもたちそれぞれの発達に合わせ
て遊ぶことが可能となっている。

幼児と児童の遊びエリアを明確に区分し、安全性も確保している。

森のたんけんひろば

直径16mの巨大な遊び場

リトルアルプス
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ちびっこエリア ベビーエリア

水中ローリング ボルダリング はらっぱサーキット

森のたんけんひろば 10



ねらいと概要

科学と創造のひろば
 科学体験やものづくりをとおし

て、コミュニケーションや試行
錯誤を促します。

 従来の科学館のイメージを変え、
くつろぎ、いやされる空間を確
保しました。

 個々のエリアを閉鎖せず、それ
ぞれの体験のようすが見える
オープンな空間にしました。

 デジタルテクノロジーを活用し
た体験ができる場を新たに設け、
家や個人の中に引きこもりがち
なゲーム体験にとどめず、だれ
もが参加しやすく仲間と一緒に
楽しめる体験へと導きます。

 既存の科学展示は集約し、市民
の思い出を引き継ぎ、多世代で
科学を楽しめるコーナーを構成
しました。

地下１階

ブック＆アート・木のおもちゃちゃちゃ・
あかちゃんねんね
 明るい空間に一新し、遊びや活動の場を整備しました。
 内装や遊具に木を活用し、快適で癒される空間づくり

や、「木育」を実践できます。

宇宙アスレチック宇宙アスレチック
 宇宙をイメージした空間で、全身をつかったさまざまな遊

びにチャレンジできます。
 大型ネット遊具、広いボールプール、長いエアーマットな

ど、思いっきり体を動かせるダイナミックな遊具を配置し
ました。

 宇宙のトピックを遊具に取り入れ、遊びながら宇宙への好
奇心が喚起されるよう演出しています。
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・科学、工作の体験場
・デジタルの活用

個々のエリアを閉鎖せず、それぞれの
体験の様子がみえるオープンな配置

科学体験や工作をとおし、コミュニ
ケーションや試行錯誤を体験できる場

るるるデジタるは、Society5.0時代を
生きる力を育む取組みとして、プログ
ラミングコンテンツの体験を仲間と一
緒に創出できる場として提供

科学と創造のひろば

るるるデジタる

 世界の子供たちに大人気のデジタルコン
テンツ「Minecraft」にて城山公園の仮
想空間を再現し、ゲーム内及び実空間
（城山公園の利用）の両面で総合公園で
ある城山公園を楽しんでもらう。

 数年後の時代の変化にも対応できるツー
ルとしてタブレットを多数配置し、プロ
グラミング等に特化したコンテンツを導
入し来館者への興味を持続させる。

Minecraftの
イメージ

ふれあい広場

城山動物園
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１階の「森のたんけんひろば」と同様に、文科省の36の動きや感覚統合の考え方
を取り入れた。走る、まわる、投げる、つかむ、登るなどの幼児期に身に付けた
い様々な基本動作を体験することができる。

科学センター時代に人気のあったボールプールは、ギャラクシープールにて継続
設置

・体を動かした遊び場
・光の演出

宇宙アスレチック

コスモタワージム

プラネットトラック ブラックホールシュート ぐるぐるスピナー

直径9m・高さ4mの巨大なネット遊具設置

ボールを壁の穴に入れる
と縁取りが光る仕組み
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「木のおもちゃちゃちゃ」は、たくさんの木に触れてもらうことが可能
少年科学センターの科学展示品を「さいさいサイエンス」で展示
シアターや鉄道ジオラマ、長電トレインの人気ブースは同じ場所にて利用

その他の特色 14



【参考】長野市都市公園条例（抜粋） 15
最終改正 令和５年12月25日条例第41号

（目的）
第１条 この条例は、都市公園法（昭和31年法律第79号。以下「法」という。）及び法に基づく命令に定めるもののほ
か、都市公園の設置及び管理について必要な事項等を定めることを目的とする。

（有料公園施設）
第７条 有料公園施設（公園施設のうち、有料で利用させるものをいう。以下同じ。）は、別表の１のとおりとする。

（指定管理者による管理）
第12条 次に掲げる都市公園（以下「指定公園」という。）の管理は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の
２第３項に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）にこれを行わせるものとする。他の条例で定めるものの
ほか、指定公園の公園施設（指定管理者に管理させることが不適当なものとして市長が別に定めるものを除く。）につい
ても、同様とする。
(１) 城山公園
(２)～(12) （略）

（指定管理者の業務）
第12条の２ 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。
(１) 指定公園の施設及び設備の維持管理に関する業務
(２) 指定公園の効用を増加させる自主事業に関する業務
(３) 城山公園のうち茶臼山動物園城山分園（以下「茶臼山動物園城山分園」という。）又は茶臼山公園のうち茶臼山動
物園（以下「茶臼山動物園」という。）を管理する指定管理者にあつては、利用の受付等及び動物の管理に関する業務
(４) ながのこども館（城山公園屋内遊戯施設をいう。以下同じ。）又は茶臼山公園内移動用施設を管理する指定管理者
にあつては、利用の受付等に関する業務
(５) 前各号に掲げるもののほか市長が定める業務

（供用時間及び休園日、休館日又は運休日）
第12条の４ 茶臼山動物園城山分園、ながのこども館、地附山公園、茶臼山動物園及び茶臼山公園内移動用施設の供用
時間及び休園日、休館日又は運休日は、別表の５のとおりとする。ただし、指定管理者は、必要があると認めるときは、
市長の承認を受けてこれを変更することができる。



【参考】長野市都市公園条例（抜粋） 16

（利用料金）
第12条の６ 有料公園施設を利用しようとする者は、当該有料公園施設の利用に係る料金（以下「利用料金」とい
う。）を、指定管理者の定めるところにより、当該指定管理者に支払わなければならない。
２ 利用料金のうち、ながのこども館の利用料金は別表の１に掲げる額を上限として、ながのこども館以外の有料公園施
設の利用料金は同表の１に掲げる額の範囲内において、指定管理者があらかじめ市長の承認を受けて定めるものとする。
承認を受けた利用料金を変更しようとするときも同様とする。
３ 市長は、前項の承認をしたときは、その承認に係る利用料金を公告しなければならない。
４ 指定管理者は、第２項の承認を受けたときは、当該承認を受けた利用料金を有料公園施設の見やすい場所に掲示する
とともに、その周知に努めなければならない。
５ 市長は、利用料金を指定管理者の収入として収受させるものとする。
６ 指定管理者は、市長の定める基準により、利用料金を割り引き、若しくは無料とし、又はその全部若しくは一部を返
還することができる。

有料公園施設 区分 利用料金
ながのこども館 市民 中学生

以上
平日 400円
土・日・祝日 800円

小学生平日 200円
土・日・祝日 400円

市民以外
の者

中学生
以上

平日 800円
土・日・祝日 1,700円

小学生平日 400円
土・日・祝日 800円

「平日」とは、月曜日から金曜日まで（国民の祝日に関する
法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日（以下「休日」
という。）を除く。）をいう。
「土・日・祝日」とは、土曜日、日曜日及び休日をいう。

区分 供用時間 休園日、休館日又は運休日
ながのこども館 午前９時30分

から午後５時
まで

(１) 火曜日（その日が休
日に当たるときは、それ
らの日の翌日）
(２) 12月29日から翌年
の１月３日までの日

別表（第７条、第12条の４、第12条の６関係）
１ 有料公園施設 ５ 供用時間及び休園日、休館日又は運休日

詳しくは、ながのこども館
「ながノビ！」パンフレット
をご覧ください。


